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 新型コロナウイルス感染症の影響を受け、１年の延期を経て

開催されている「東京 2020 オリンピック・パラリンピック

競技大会」は、福島県のソフトボールを皮切りに７月 21 日か

ら各地で熱戦が繰り広げられており、日本選手団の活躍が期待

されています。 

そのような中、県内で実施された野球・ソフトボール競技は、

新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、首都圏の各競技会

場と同様、無観客での開催となりました。 

しかし、オリンピックへの参加は会場での観戦だけではありません。    

実はいわき市から一足先に地元産のスギ・ヒノキ（木材）たちがオリ

ンピックに参加しています。 

昨年４月に竣工した選手村ビレッジプラザ（東京都中央区）は、メディ

アを通じて多くの人の目にふれ、また大会期間中の選手の生活を支える

施設です。「日本の木材活用リレー～みんなで作る選手村ビレッジプラザ

～」をコンセプトに、全国各地の木材が建物の様々な箇所に使われまし

た。63 もの自治体が参加し、使用された木材の総量は約 1,300 ㎥ とな

りました。 

そのうち福島県産材（いわき市産を含む）がなんと約 113 ㎥ 使用 

されています！ 

（木材の提供元に自治体名が印字されています） 

・【特集】オリンピアンに届け！ 

いわきからの木遣いの想い･･･‥････p.１～ 

〔各種取組の実績（６～７月分）〕･････････････p.２～ 

〔お知らせ・連載記事〕 

・ ･･･p.６ 

・いわき地方の出荷制限等品目･･･････････････ p.６ 

・イベント情報！････････････････････････････p.７ 

・ちょっと BREAK TIME･･･････････････‥･･･p.７ 

・高校生発！いわきテイクアウトメニュー開発 

優秀レシピ紹介コーナーVol.４･‥･････････‥p.８ 

・６次化商品紹介･･････‥‥･･････････････････p.９ 

・いわきハタチ酒プロジェクト・第４期････････p.９ 

令和３年 7 月号（第１９7 号） 発行 7 月２9 日 

ふくしまからはじめよう。 

『食』と『ふるさと』新生運動ニュース 

 ７月から夏秋ピーマンの出荷が

本格的に始まります。いわき地区

で栽培されている品種「みおぎ」

は、やわらかく、苦みが少ないの

が特徴です。 

（柱にも印字されています） 
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正面エントランスの柱にも福島県産材が使われて 

おり、県内の木材が大活躍しています。 

残念ながら、選手村ビレッジプラザは関係者以外入る

ことができない施設ですが、大会後に解体された木材は

県内に戻り、公共施設などでレガシーとして活用される

予定です。第２ステージの勇姿もお楽しみに！ 

（企画部・森林林業部） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

JA 福島さくら飯野支店内（p.10 地図参照）にあるいわき地域農

業再生協議会において、いわき地域就農支援センター開所式が行わ

れました。 

これまでは、就農相談窓口が県、市、JA など複数の機関に設置さ

れており、関係機関・団体で連携を図っているものの、各機関が所管

する分野によって情報提供内容に偏りが出るほか、所管外の内容に

ついては別日に再度相談を実施するなど、相談者の利便性向上が求

められていました。 

 そこで、各関係機関・団体の持つ情報の一元化を図り、就農相談 

から就農後営農が軌道に乗るまで適切なサポートを続ける“伴走型”

の支援を行い、農業後継者の確保に向けた統合的就農支援体制を 

強化するため、いわき地域就農支援センターが設置されました。 

 

 就農支援センターでは、従来の面談による就農相談の

ほか、市外からの就農希望者も利用しやすいよう、リモ

ートによる相談も可能です。また、県・市・JA など関

係機関・団体もリモートで同時に相談対応ができるよう

になりました。当所としても、より一層農業後継者の確

保に力を入れてまいります。    （農業振興普及部） 

 

 

 

『 就 農 の 相 談 窓 口 』 い わ き 地 域 就 農 支 援 セ ン タ ー 開 所    〔 ７ 月 １ 日 （ 木 ）〕  

（看板を掲示する様子） 

（リモート就農相談デモンストレーションの様子） 

（選手村ビレッジプラザ・正面エントランス） 

（選手村ビレッジプラザ内部の様子） （エントランスの柱） 
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当所では、いわき市や JA などの関係機関・団体とともに「いわき地域農業革新技術推進協議会」

を設置し、農業の低コスト化、高収益化、作業の効率化・省力化に向けて、革新技術の実証、地域へ

の普及を図っています。 

協議会では、令和２年度から取り組んでいる「なしのジョイントＶ字トレリス栽培」についての現

地検討会を、平上平窪にある栽培実証ほ場で開催しました。この栽培方法は、複数のなし苗木を接ぎ

木で連結して直線上に仕立てる新しい技術で、早

期成園化や作業性の改善が可能となり、生産性の

向上を図ることができます。 

現地検討会では、これまでの活動経過やジョイ

ントＶ字トレリス栽培の導入効果、栽培管理の方

法などについて説明し、実証ほ場の生産者との意

見交換を行いました。当所では、なしジョイント

栽培等の革新技術を地域へ定着させるべく、引き

続き技術支援を行ってまいります。          

（農業振興普及部） 

 

 

 
 

 

県農林水産部では、新しい計画の策定に向け、 

市町村や農林業関係団体との意見交換会を、７月

５日（月）から１９日（月）にかけて県内７か所で

開催しました。 

このうち、当所ではいわき地方の意見交換会を 

1４日（水）に県いわき合同庁舎において開催し、

いわき市や JA 福島さくらいわき地区本部、いわ

き市森林組合から、農林業の担い手確保や農福連

携の取組推進などの意見や、現場における様々な

課題についての話がありました。 

新しい福島県農林水産業振興計画は、今回の意見交換会やパブリックコメントなどの意見を反映

させ、令和 3 年度中に策定されます。                       （企画部） 

 

な し ジ ョ イ ン ト Ｖ 字 ト レ リ ス 栽 培 の 現 地 検 討 会 を 開 催  〔 ７ 月 ６ 日 (火 ）〕  

（現地検討会の様子） 

新 し い 福 島 県 農 林 水 産 業 振 興 計 画 に 関 す る  

意 見 交 換 会 を 実 施      〔 ７ 月 14 日 （ 水 ）〕  

（意見交換会の様子） 
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令和元年の台風 19 号は各地に大きな被害をもたらしましたが、田人地区では大規模な土砂崩れ

が発生し、国道 289 号が通行止めになるなど、甚大な被害を受けました。 

このため、当所では田人町旅人字江尻地内において、治山ダム（谷止工）２基を施工する「災害関

連緊急治山事業」に令和２年２月から着手し、６月 18 日に工事が完了しました。 

本事業の実施にあたっては、国土交通省磐城 

国道工事事務所、磐城森林管理署、いわき市 

など関係機関と連携し、早期の国道の通行止め解

除に向けた各事業の工程調整や、被災の再発を防

止する「多重防御」対策の整備を進めてきました。 

 また、工事の実施にあたっては、地域の行政区や

土地所有者の皆さんに多大なるご理解とご協力を

頂き、コロナ禍の中、労働災害もなく無事に工事を

進めることできました。ありがとうございました。 

（森林林業部） 

 
 
 
 
 

県水産海洋研究センターにおいて「絶品！福島！水産加工品開発プロジェクト」の審査会が開催

されました。本プロジェクトは今年度から新たに始まった事業で、県内の水産加工グループ 

から優れた商品開発・販売アイデアを募集するコンペティションを実施し、優良グループへの 

開発費助成や専門アドバイザーの派遣、実証販売などにより、即戦力となるブランド水産加工品の

開発と商品化を目的としています。 

大手スーパーの鮮魚担当、県内のレストランの 

シェフなど豪華メンバーによる審査の結果、常磐 

ものを用いた独創性の高い５グループのアイデアが

選定されました。 

今後は、中間発表会、商談会を経て、今年度中に

実証販売を実施する予定です。開発された商品の 

詳細については、続報をお待ちください。 

                 （水産事務所） 
 
 
 

絶 品 ！ 福 島 ！ 水 産 加 工 品 開 発 プ ロ ジ ェ ク ト    〔 ６ 月 22 日 （ 火 ）〕  

災 害 関 連 緊 急 治 山 事 業  江 尻 地 区 の 完 成     〔 ６ 月 18 日 （ 金 ）〕  

（完成した治山ダム） 

（審査会の様子） 
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（公財）福島県農業振興公社（以下、公社）の主催により、本年度第１回目のいわき地方農地中間

管理事業等推進連絡調整会議が県いわき合同庁舎において開催されました。 

いわき市、いわき市農業委員会、JA 福島さくらいわき地区本部、福島県農業共済組合いわき支所、

市内各土地改良区などの担当者が出席し、本年度の農地中間管理事業（以下、管理事業）の推進、

「人・農地プラン」の作成、担い手の育成確保について、議論が進められました。 

本年度の管理事業の重点実施区域は、昨年度からの継続 13 地区と新規指定１地区の合計 14 地

区となり、公社からはこれらの地区における本年度の活動計画や目標が説明され、出席した各関係

機関・団体の間で意識統一が図られました。 

農業の担い手の減少や高齢化が進む中、限られた

担い手へ農地の集積を進めることは今後より一層

重要となります。新たな「人・農地プラン」の作成

を検討する地区も出始めており、各関係機関・団体

の各々の役割を発揮して担い手への農地集積を進

め、地域の営農の継続・発展を目指していきます。 

（農業振興普及部） 

（会議の様子） 

い わ き 地 方 農 地 中 間 管 理 事 業 推 進 連 絡 調 整 会 議   〔 ６ 月 28 日 （ 月 ）〕  

（企画部） 

 

【参考資料】玄米及び精米に係る食品表示制度の改正について（R3.6） 

した 

https://www.caa.go.jp/notice/assets/food_labeling_cms202_210526_02.pdf
https://www.caa.go.jp/notice/assets/food_labeling_cms202_210526_02.pdf
https://www.caa.go.jp/notice/assets/food_labeling_cms202_210526_02.pdf
https://www.caa.go.jp/notice/assets/food_labeling_cms202_210526_02.pdf
https://www.caa.go.jp/notice/assets/food_labeling_cms202_210526_02.pdf
https://www.caa.go.jp/notice/assets/food_labeling_cms202_210526_02.pdf
https://www.caa.go.jp/notice/assets/food_labeling_cms202_210526_02.pdf
https://www.caa.go.jp/policies/policy/food_labeling/food_labeling_act/assets/food_labeling_cms101_210317_11.pdf
https://www.caa.go.jp/notice/assets/food_labeling_cms202_210526_02.pdf
https://www.caa.go.jp/notice/assets/food_labeling_cms202_20210622_01.pdf
https://www.caa.go.jp/notice/assets/food_labeling_cms202_210526_02.pdf


いわき農林水産ニュース令和３年７月号（第１９７号） 

 

- 6 - 

 

□ 農林畜産物の検査結果 

令和３年６月の農林畜産物モニタリング検査では、11 品目 13 検体を検査し、全ての検体について放射性 

セシウムは検出されませんでした。内訳は（表１）のとおりです。 

（企画部） 

 
 
 
 

□ 海産魚介類の検査結果 

令和３年６月の水産物モニタリング検査では、163 検体の魚介類を検査し、全ての検体について放射性 

セシウムは検出されませんでした。                           （水産事務所） 

令和３年６月末現在、いわき地方の農林畜水産物のうち、出荷制限等の対象となっている品目は（表２）の

とおりです。 

 出荷制限等品目は、出荷・販売だけでなく、宿泊施設等での提供や加工用原材料として使用することもでき

ません。また、自主検査等により基準値（100Bq/kg）以下であっても出荷・販売はできませんのでご注意 

ください。                                        （企画部）                                           

 

 

制限、自粛 区 分 品 目 

出荷制限 

山 菜 
たけのこ、ぜんまい、たらのめ（野生のものに限る）、わらび（野生のものに限る）※ 

こしあぶら 

きのこ 原木なめこ（露地）、野生きのこ 

海産魚介類 クロソイ 

出荷自粛 山 菜 さんしょう（野生のものに限る） 

お 知 ら せ 

い わ き 地 方 の 出 荷 制 限 等 品 目  

い わ き 地 方 の 農 林 水 産 物 モ ニ タ リ ン グ 検 査 結 果 （ 令 和 ３ 年 ６ 月 分 ）  

（表１）品目と検体数 

 
グリーンピース１、タマネギ１、赤タマネギ１、バレイショ１、キャベツ１、サヤインゲン１、大麦１ 

うわばみそう（野生）２、菌床きくらげ（施設）１、牛肉２、原乳１ 

（表２）農林畜水産物の出荷制限等品目（令和３年６月末現在） 

※わらび（栽培）で出荷・販売できるものは、安全性が確認されたほ場で生産されたものに限ります。 

（市内該当生産者 15 名のみ） 

 

県では、避難指示等のあった地域を除き、令和２年産米より全量全袋検査からモニタリング検査に

移行しています。 

モニタリング検査地域では、旧市町村ごと３点の抽出検査を行い、安全性が確認された後に、出荷・

販売が開始されます。 

（いわき市の令和２年度検査点数は、３点×36 旧市町村＝108 点。全て検出せず。） 

モニタリング地域の米袋には、全量全袋検査済みラベルの貼付はなくなりますのでご了解ください。 

避難指示等のあった 12 市町村では、引き続き全量全袋検査を行います。       （企画部） 

 

モニタリング検査の基礎知識 ①米のモニタリング検査 
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第２回「おいしい ふくしま いただきます！」キャンペーン 

■日 時：８月 21 日（土）10:00～14:00 

     （配付物がなくなり次第終了） 

■場 所：マルト SC 中岡店（p.10 地図参照） 

■共 催：福島県いわき農林事務所・会津農林事務所 

県産農産物の魅力や認証GAP の取組を消費者の皆様に紹介するた

めのキャンペーンを開催します。今回は、いわき×会津のコラボ 

企画です！ 

キャンペーン当日、店内青果売り場の GAP 認証農産物コーナー 

から GAP 認証農産物を２点以上お買い上げの上、アンケートに 

お答えいただいたお客様先着 150 名様に、いわき産梨・会津産 

きゅうり（GAP 認証品）と月色プリン（（株）いわき遠野らぱん）

をプレゼント！ 

なお、当イベントは新型コロナウイルス感染拡大防止策を徹底した

上で実施します。 

※新型コロナウイルスの感染状況により中止となる場合があります。              

（企画部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ ベ ン ト 情 報 ！  

四時堰
し と き ぜ き

用水路 
 

正保２年（1645 年）頃、四時川の

右岸に分水堰が設置され、1600 年代

の半ばに完成した水路です。 

 五箇村堰（ごかむらぜき）用水路と

称されることがありますが、これは、

延享３年（1746 年）頃に前江栗村、

後江栗村、大島村、米ノ倉村、中田村

の五つの村（現在の錦町）の水田を潤

していたことが由来です。全長は、約

15km におよびます。途中、導水管に

より分岐して山玉浄水場に流れ込ん

でいます。 

（企画部） 

（撮影日：７月６日） 
（取水口付近の写真） 

涼しくて、水音が心地よい

夏にぴったりな場所かも♪ 
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 昨年度当所では、地元産農林産物の魅力を発信するため、市内の高校生と飲食店等が共同でいわき産トマト、

ネギ、きのこ、米（Iwaki Laiki）を活用したテイクアウト商品を開発する事業を実施しました。 

今月は、スーパーマルトで商品化された「パワーみなぎる３色おにぎり」のレシピを紹介します。 

 なお、各テイクアウト商品の飲食店での提供は既に終了していますので、レシピを参考にそれぞれご自宅で

作ってお楽しみください。                                （企画部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校生発！いわきテイクアウトメニュー開発

優秀レシピ紹介コーナー Vol.４ 

スーパーマルト 

商品化レシピ 

（応募時） 

おにぎりの味はよく出来ました。 

ただし、ビジュアルがイマイチ･･･ 

次回はもっと見た目にこだわって 

頑張ります！( ´ω` ) 
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こだわりと美味しさがつまった 
いわき自慢の６次化商品をご紹介します！ 

「 い わ き ハ タ チ 酒 プ ロ ジ ェ ク ト ・ 第 ４ 期 」  

～ 二 十 歳 の 年 の 、 米 作 り か ら 酒 造 り 体 験 ～  

「 こ ん な に お お き く な り ま し た (*^▽ ^*)」  

 当ニュース５月号からお伝えしてい

る「いわきハタチ酒プロジェクト・ 

第４期」。 

今年５月に田植えを行ったほ場の 

現在の様子をお伝えするため、成長した

姿を写真に収めてきました！ 

ほ場を管理する滝正嗣さんは「天候不順が続いて

おり、少し心配だが生育は順調。学生たちと秋に収穫

することを楽しみにしている。」と話していました。 

 事務局担当者によると、秋にも学生とのイベント

を計画しているとのこと。今後の活動が楽しみです。 

☆取材日：7 月６日       （企画部） 

 

（小さかった苗は今や 50cm を超えていました） 

（青空に向かって成長中♪） 
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梅雨も明け、夏本番となりましたが皆さんは、いかがお

過ごしですか。 

 ついにオリンピックが開幕しました！皆さんの注目競

技は何ですか？ちなみに私はバスケットボール男子です。 

 NBA プレーヤーの八村累選手、渡邊雄太選手を擁する

日本代表はもちろん、世界ナンバー１のアメリカ代表、 

スロベニア代表のルカ・ドンチッチ選手のプレーにも注目

です！皆さんテレビ観戦で楽しみましょう！ 

さて、来月 21 日に２回目の「おいしい ふくしま い

ただきます！」キャンペーンを開催予定です。（p.7 参照） 

美味しい梨を用意してお待ちしておりますので、是非お

越しください！              （担当Ｔ） 

 

 

６ 

国道 

高速 

今月号に掲載した場所はここです！ 
いわき市 
ＭＡＰ 

① いわき地域就農支援センター（p.２） 

   平谷川瀬３－19－４ 

② 災害関連緊急治山事業（江尻地区）（p.４） 

   田人町旅人字江尻 

③ マルト SC 中岡店（p.７） 

   中岡町６－１－８ 

④ 四時堰用水路（取水口）（p.７） 

   山玉町竹棚 

⑤ 株式会社ワンダーファーム（p.９） 

   四倉町中島広町１ 

➌ 
➍ 

 

➊ 

➎ 

➋ 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36270a/iwnorin-k24836.html

